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＜連絡事項＞

・学術発表の進捗状況を佐藤ＳＧＭまで報告して下さい。9月15日には抄録を作成する予定となっています。
・本日17:30～　法人研修「医療福祉における安全文化の醸成～当院の体制を踏まえて～」のビデオ研修があります。8/22（火）に参加されていないスタッフは参加して下さい。

・治験評価の日は深夜帯でファイルへのバイタルサイン等の記入を忘れずに行ってください。

＜患者様連絡事項＞

・泉川　ケイ子様～疼痛時ボルタレン坐剤（25）1本/10回分処方頂いています。また、次回日赤病院受診までの間に、カラーを外す時間帯を担当スタッフと大谷地さんで計画して下さい。
・下川戸　長司様～今朝より左手首の疼痛を訴えており、ハップスター　1P処方となっています。

・山田　睦子様～本日vdsで処方切れる為、臨時薬同処方にて7日分頂いています。
・上川原　豊様～本日治験評価、診察行っています。幻聴体験については否定されており

他患の声であったと話される。対応は穏やかで診察中、奇異な言動もな

い。治験薬継続となっている。

・松永　勘五郎様～本日治験評価、診察行っています。排尿困難感については「初めてな

った。」と話す。精神症状に関連した訴えはない。

臨時薬ウブレチド（5）1T　1×朝　6日分処方以後定期となる。

＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～日中はプログラムに参加されている。妄想様の発言、奇異行動は無い。

精神症状の変動が無いよう観察していく。
・鈴木　真知子様～独語、空笑は持続して見られる。作業には声掛けにて参加されている

　　　　　　　　　も「頭が痛くて。」と途中退室され帰棟している。帰棟後はホール内

　　　　　　　　　を歩行されている。歩行中、壁に向かい手を振る奇異行動見られる。

病的体験に左右されている行動見られるが恐怖感は見てとれない。精神症状の変動、他者トラブルが無いよう注意する。

・上川原　豊様～診察時、幻聴体験については否定されており主治医に対する返答も的を

得ている。退院日について考えると考え込んでしまうと話される。単独

生活中はコンビニ弁当ばかりを食していた。入院時の採血で中性脂肪が

高かった為、栄養、生活指導を検討していく。

・松永　勘五郎様～本日午前2時覚醒し、部屋を真っ暗にしたまま俯いていることある。

奇異行動、妄想発言無いが自室内を決まった時間に、時間をかけて掃

除をする強迫観念様の行動見られる。日中はリハプロ、作業共に参加

されない事が多いため参加を促し、精神症状の変動に注意する。

・山本　久美子様～昨日vds服用時不安訴えあるも過度とはならずにいる。本日は自室に

　　　　　　　　　て余暇を過ごし活動性は低い。話し掛けに対しては穏やかに返答され

妄想様の発言は聞かれていない。作業、リハプロ、ＳＳＴ未導入の為、本人の意向を確認し、診察時導入検討を提案していく。
・工藤　綾子様～腰部、腹部疼痛訴えは持続しているもリハプロ中、激しいダンスを行う

こと出来ている。過度な疼痛訴えはなく他者トラブルもない。朝食はヨ

ーグルトのみ摂取、昼食は数口のみ摂取している。「お腹が空きすぎて

胃が痛い。」との発言聞かれている為食事摂取を促していきましょう。
・大橋　照子様～昨日日勤帯で37.8℃の発熱あり。準夜帯には解熱している。本日はバイ

タル異常ない。食事は1/2～1/4程度摂取できている。腹痛訴えは持続し

ている。バイタルサイン測定を継続して行い、疼痛時には継続指示を使

用し対応していく。
・袴田　将志様～日中は臥床し過ごしていること多く、活動促しにも中々離床できずにい

　　　　　　　　る。日中活動促しを行い夜間まとまった睡眠がとれるよう介入していく。
・和田　晶様～気分高揚さ、話掛けの多さ見られている。トラブル、粗暴行為が無いよう

適宜介入、観察を行っていく。

＜安ヶ平Dr診察情報＞
・坂本　のり子様～本人より食事変更の希望あり、朝昼菓子パン大盛り、夕米飯大盛りへ

と変更する。8/23（水）のvdsよりレボトミン（5）1Tからオランザピ

ン（5）1Tへと変更となっている為精神症状の変更に注意し観察する。
・和田　昌様～ニヤつきながら多弁的にまとまりのない話をする様子見られる。本人より

腰痛訴えあったためハップスター2P処方となっている。
・大橋　照子様～主治医より輸血を指示出ている。PSWに日程調整の連絡済み。今月中に輸血可能なのか、紹介状なしで輸血できるのか連携室へと確認行うとのこと。明日以降に再度連絡ある。8/28（月）の採血指示頂いている。
・出河　攻様～体重増加している為主治医より指導されている（8/14～8/21の期間で約3kg）。

後頸部の掻痒感訴えており、軽度腫脹・発赤見られる為来週皮膚科診察を

受けるよう説明を受けている。

・中山　真由美様～昨日入浴中に左肋骨部周辺、左前腕部を打撲したこと話す。疼痛訴え

あり。患部へハップスター貼付するよう指示あり。ハップスター2P処

方となっている。
